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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
の
見
え
る
化
と

自
宅
療
養
の
支
援
の
強
化
を

菩
提
で
良
質
な
小
麦
が
と
れ
る
の
に

な
ぜ
北
小
学
校
の
給
食
の
パ
ン
の
小
麦
は
外
国
産
な
の
か

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

積
極
的
な
太
陽
光
発
電
の
導
入
を

冬
の
第
６
波
の
到
来
に
備
え

対
策
の
強
化
を

市
民
の
命
を
守
る
た
め

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
一
体
に
大
規
模
検
査
を
実
施
せ
よ

特
別
支
援
学
級
の
充
実
の
た
め

臨
床
心
理
士
の
配
置
を
求
め
る

※FIT制度…再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定の価格で定められた期間買い取ることを国が約束する制度のこと。用語解説

無
　
所
　
属
　
　
　
伊
藤
　
大
輔

一
　
地
産
地
消
と
学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
の
小
学
校
給
食
の
食

材
費
は
総
額
約
３
億
８
千
万
円
で
あ
る

が
、
そ
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
神
奈
川
県
学
校
給
食
会
へ
の
総
支

払
額
は
、
米
、
パ
ン
、
牛
乳
な
ど
約
１

億
４
６
５
０
万
円
で
、
青
果
の
支
払
額

は
約
４
５
５
０
万
円
、
肉
や
魚
な
ど
の

支
払
額
は
、
約
１
億
８
８
４
０
万
円
。

意
見　
青
果
を
地
場
産
率
31
％
で
単
純

計
算
す
る
と
地
元
の
生
産
者
に
落
ち
る

お
金
は
、
た
っ
た
の
１
４
０
０
万
円
。

問　
令
和
２
年
度
に
小
学
校
給
食
で
使

わ
れ
た
お
米
64
㌧
を
、
神
奈
川
県
学
校

給
食
会
か
ら
秦
野
産
に
で
き
な
い
か
。

答　
秦
野
産
だ
け
切
り
分
け
て
納
入
す

る
場
合
、
既
存
の
供
給
シ
ス
テ
ム
に
支

障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
難
し
い
。

意
見　
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
一
部
で
も

変
更
し
よ
う
と
す
る
と
、
関
係
者
の
反

対
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
千
葉
県

い
す
み
市
は
、
４
年
か
け
て
地
元
産
の

有
機
米
１
０
０
％
の
学
校
給
食
を
実
現

日
本
共
産
党
　
　
　
佐
藤
　
文
昭

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問　
介
護
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
保

育
所
な
ど
の
感
染
症
対
策
と
簡
易
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
状
況
は
ど
う
か
。

答　
介
護
施
設
、
障
が
い
者
施
設
に
お

い
て
風
邪
の
症
状
が
現
れ
た
場
合
、
常

駐
医
師
や
連
携
医
療
機
関
の
指
示
の
下
、

速
や
か
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
は
、
国

が
対
象
施
設
に
10
セ
ッ
ト
ず
つ
、
保
育

園
な
ど
は
県
が
直
接
各
園
に
園
児
１
人

当
た
り
２
セ
ッ
ト
配
布
し
て
い
る
。

問　
子
ど
も
の
感
染
、
家
庭
内
感
染
へ

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
児
童

・
生
徒
の
家
族
に
発
熱
が
あ
っ
て
陽
性

だ
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
に
発
熱
な
ど
の
症
状
が
見

ら
れ
た
場
合
、
登
園
や
登
校
を
さ
せ
ず

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
、
補
完
的
な
位
置
付
け
で
あ
る
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
で
陽
性
だ
っ
た
場
合
、

家
庭
か
ら
直
接
県
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に

相
談
し
、
指
定
医
療
機
関
を
受
診
し
、

公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
発
達
障
が
い
児
の
就
学
後
の
対
応

に
つ
い
て

問　
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る

が
、
特
別
支
援
教
室
の
現
状
や
教
育
方

針
の
ほ
か
、
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
の
20
年
間
で
個
別
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
数
は
６
・
23
倍
と

増
加
し
て
い
る
。
特
別
支
援
学
級
で
は
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
持
つ
力
を
伸

ば
せ
る
よ
う
保
護
者
と
連
携
し
て
、
個

別
の
教
育
計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
一

人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
よ
り
適
切
な
支
援
を
行
う

た
め
専
門
的
な
見
立
て
が
必
要
な
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
丁
寧
な
支
援

無
　
所
　
属
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

問　
近
隣
自
治
体
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
や

療
養
状
況
、
市
役
所
内
の
感
染
者
数
な

ど
を
公
表
し
て
い
る
。
本
市
も
同
様
の

情
報
を
公
表
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
県
が
公
表
し
た
情
報
を
受
け
て
、

で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く
、
市
民
に

提
供
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問　
自
宅
療
養
に
対
す
る
相
談
か
ら
支

援
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
周
知
す
べ

き
だ
。
Ｈ
Ｐ
や
「
広
報
は
だ
の
」
で
情

報
を
公
開
し
て
は
ど
う
か
。

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
デ
ル
タ
株
の
猛
威
に
つ
い
て

問　
医
師
で
作
家
の
外
岡
立
人
氏
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
感
染
す

る
と
警
告
し
、
第
６
波
の
到
来
に
備
え

る
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
る
。
９
月
30
日

時
点
で
全
国
の
死
者
は
１
万
７
６
２
５

人
、
本
市
の
感
染
者
は
１
５
７
８
人
、

死
者
は
８
人
。
①
国
内
で
は
自
宅
で
亡

く
な
る
例
も
あ
っ
た
が
自
宅
療
養
者
へ

の
支
援
は
、
②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
夏

季
休
業
明
け
の
影
響
は
、
③
国
内
で
自

宅
療
養
中
の
妊
婦
が
入
院
を
断
ら
れ
新

生
児
が
亡
く
な
っ
た
が
、
本
市
の
救
急

無
　
所
　
属
　
　
　
木
村
　
眞
澄

一
　
減
災
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
近
年
、
降
雨
が
局
地
化
、
激
甚
化

す
る
中
、
本
市
に
お
け
る
土
砂
災
害
へ

の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

箇
所
に
お
い
て
、
自
治
会
な
ど
と
の
現

地
確
認
や
避
難
経
路
の
見
直
し
を
行
い
、

防
災
マ
ッ
プ
を
更
新
し
周
知
を
行
う
な

ど
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

二
　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

問　
化
石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
に
お
い
て
、
太
陽
光
の

利
用
が
鍵
と
な
る
。
一
般
家
庭
で
の
太

陽
光
発
電
の
普
及
率
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
一
般
社
団
法
人
太
陽
光
発
電
協
会

の
資
料
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
度
の
国

内
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
件
数
は
、

し
た
。
地
産
地
消
と
は
、
市
内
で
収
穫

で
き
る
も
の
は
、
農
家
と
直
接
作
付
け

契
約
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
。
農
業
協
同

組
合
に
全
て
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
は

な
い
。

問　
小
・
中
学
校
で
必
要
に
な
る
１
０

０
㌧
の
お
米
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要

な
作
付
面
積
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
産
「
は
る
み
」
の
収
量
か
ら

換
算
す
る
と
、
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

意
見　
農
家
戸
数
は
約
25
軒
、
予
算
約

６
４
０
０
万
円
で
、
本
市
の
全
小
・
中

学
校
に
お
い
て
有
機
米
１
０
０
％
の
学

校
給
食
が
実
現
で
き
る
。

保
健
所
の
指
導
な
ど
を
受
け
て
い
る
。

二
　
交
通
安
全
施
策
に
つ
い
て

問　
国
道
２
４
６
号
柳
町
交
差
点
に
は

歩
道
橋
が
あ
り
、
令
和
３
年
６
月
の
道

路
舗
装
工
事
完
了
後
に
自
転
車
横
断
帯

が
撤
去
さ
れ
た
。
高
齢
者
な
ど
の
利
用

者
か
ら
は
危
険
な
た
め
自
転
車
横
断
帯

か
横
断
歩
道
を
造
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
あ
る
が
、
市
と
し
て
管
理
者
に
要

望
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
歩
道
橋
と
の
併
設
が
道
路
交
通
法

上
困
難
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
者
双
方
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

体
制
の
構
築
と
、
教
職
員
の
専
門
性
の

向
上
が
あ
る
。

問　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
支
援
教

育
に
関
す
る
こ
と
を
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
環
境
や
、
地
区
ご
と
に
小
単
位
で

の
研
修
な
ど
を
常
時
開
催
で
き
る
環
境

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
市

の
教
育
部
で
専
門
家
の
臨
床
心
理
士
を

雇
う
考
え
は
ど
う
か
。

答　
支
援
教
育
に
関
わ
る
教
職
員
の
専

門
性
の
向
上
は
急
務
と
感
じ
て
い
る
。

臨
床
心
理
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
度
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
環

境
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

要
望　
市
長
の
決
断
で
専
門
家
を
配
置

答　
自
宅
療
養
で
も
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
公
表
を
検
討
す
る
。

二
　
堀
水
路
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
７
月
12
日
に
、
神
奈
川

県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
環
境

部
環
境
調
整
課
と
本
市
は
、
堀
水
路
の

暗
き
ょ
上
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
現
地

調
査
を
し
て
い
る
が
、
地
元
の
住
民
に

は
知
ら
せ
ず
、
ま
た
、
結
果
も
報
告
し

て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
な
ぜ
か
。

答　
現
地
調
査
の
目
的
は
、
議
会
へ
の

報
告
の
た
め
で
あ
り
、
県
の
見
解
を
踏

ま
え
、
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、

隊
の
対
応
は
、
④
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー

ト
導
入
の
考
え
は
、
⑤
失
業
な
ど
で
増

加
し
た
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
の
実
績

は
、
⑥
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
風
水
害
な

ど
の
避
難
所
運
営
は
、
ど
う
か
。

答　
①
34
世
帯
56
人
に
食
料
品
の
提
供
、

ご
み
の
戸
別
収
集
な
ど
の
支
援
を
し
た
。

②
新
型
感
染
症
へ
の
不
安
に
よ
る
欠
席

者
は
小
学
校
95
人
、
中
学
校
30
人
だ
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
も
活
用
し
学
び

戸
建
て
住
宅
の
約
９
％
で
あ
る
。

問　
家
庭
で
の
機
器
の
設
置
に
は
導
入

コ
ス
ト
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
本

市
に
お
け
る
補
助
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
に
か
け

て
補
助
を
行
っ
て
い
た
が
、
※
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
の
開
始
な
ど
に
よ
り
終
了
し
た
。

要
望　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
導
入
か
ら
10
年
が

経
過
し
機
器
の
更
新
や
廃
棄
が
増
え
る

と
考
え
る
が
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
は
鉛

な
ど
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
さ
ら
な
る
普
及
啓
発
に

際
し
適
正
な
処
理
も
周
知
し
て
ほ
し
い
。

三
　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

要
望　
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
包

括
的
に
対
応
す
る
相
談
体
制
が
重
要
で

あ
る
。
令
和
３
年
４
月
に
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
た
地
域
共
生
支
援

セ
ン
タ
ー
を
広
く
周
知
し
、
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

地
域
の
主
権
を
無
視
し
た
対
応
で
あ
る
。

県
の
見
解
は
書
面
で
届
い
て
い
る
の
か
。

答　
目
視
に
よ
る
調
査
で
あ
り
、
書
面

は
も
ら
っ
て
い
な
い
。

要
望　
堀
水
路
は
、
過
去
に
水
害
の
歴

史
が
あ
る
。
令
和
元
年
台
風
第
19
号
の

水
害
は
、
想
定
外
で
は
な
く
、
暗
き
ょ

の
上
の
公
共
残
土
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
。
今
後
、
地
元
の
要
望
で
あ
る
現
地

調
査
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

を
保
障
す
る
。
③
東
海
大
学
医
学
部
付

属
病
院
を
基
幹
病
院
と
す
る
体
制
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
独
自
の
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
に
よ
り
迅
速
に
搬
送
す
る
。
④
国

の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
、
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

⑤
ア
ル
フ
ァ
化
米
５
５
０
０
食
、
乳
幼

児
用
の
粉
ミ
ル
ク
１
１
０
０
人
分
、
生

理
用
品
１
０
０
セ
ッ
ト
な
ど
を
提
供
し

た
。
⑥
風
水
害
時
は
小
・
中
学
校
11
カ

所
を
新
た
に
避
難
所
と
し
て
開
設
し
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
保
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）

柳町交差点に自転車横断帯の設置を

特別支援教育の充実を

千葉県いすみ市では、2014年度には農家戸数５戸
だったのが、2018年度には23戸へ。また、有機米
と慣行米との差額を一般財源で補っている。

新型コロナウイルスワクチン接種の環境づくりを
（大規模接種会場となった総合体育館）

発熱外来を設置する秦野赤十字病院

再生可能エネルギーへの転換を
（市役所西庁舎屋上のソーラーパネル）




